




Notes on the Premis Forest (Yashik-rin) 
in the Rural Areas of the Kan to Plain, Central Japn: 
As a Milestone on the Road for Regional Environment Study 
Y asushi Motki 
Abstrac : Human life interactions with tres are among the most signifi-
cant factors of enviromental devlopmnt in Japn. Howevr, the relation-
ships have ben progresively weakned after the rapid econmi growth 
period. This report focuse on the forests planted around farmhouse,"prm-
ises forests (yashiki-rin) ", describng the multifacetd linkages betwn 
them. Firstly, the conept of premis forest and their historical evolution 
are examind. Althoug the ares of premis forests are decrasing due to 
rural labour shortage and/ or changi life style since the hig econmi 
growth era, ther is a ned of the revalution of their roles in the future. 
Secondly, the regional charcteristics of premis forests with their land ・
scapes and roles wer compared in six prefctures, and also taking the 
Saitm prefcture as an exampl, their real states with asociated ele ・
ments (including some photgras and figures) wer recod from the 
history of 43 cities, towns and vilages. They wer clasified into west and 
east and into aluvial lowands and diluvial uplands. 
Key words : rural ares 農村地帯， premis forests 屋敷林， regional envi-
ronmet 地域環境， Kanto plain 関束平野， Saitm prefcture 埼玉県， up-
land and lowand 台地と低地
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1. はじめに
H 本において，人間と植物とのかかわり合いが特徴的に表れているのは都市

















































































うか．中島 (1963 : 302) によると，屋敷林が各地方に整備されるようになっ























































的な視点からの研究が特筆される．辻村 (1937), 辻村・伊藤 (1937), 伊藤


























井出・大平 (198), 矢島 (1984), 永野 (1986), 岩崎 (190), • 糸
• 菊地 (19), 青山 (20), 三浦 (192, 203, 206), 三
• 照井 (204), • 竹原 (205), • 黒沢 (207), 蠣波散村研究所
(196), 地• 佐藤・ニ瓶(19, 20), 菊地・安部・内藤 (201) 等がそれ
である．




































出とイグネの減少との関係について， (a) 行政的区画整理， (b) 家の改築・建
て増し， (c) イグネの日陰改普（田畑の収穫向上）， (d) 電柱の建設，などの要
因を明らかにした．
， • は， の 地に に
随（内側または外側）した薪棚型のキズマに着目し，「キズマ」が阻敷林の防
風防雪機能を補完する機能の他に，家の品や富を表示する機能を有しているこ










どり一緑地環境論ー』 (198), 勝原文夫『農の美学』 (197), 長谷部正「田園






































































， • 農 の 本 の に
し，近代化の名の下に浮遊する関束畑作農業のいわば“おもし”として，（略）
さらに日に Hに悪化する都市，地域住民の生活環境の“おもし" (=1 呆全）と
しても，その今H的意義は大きい (89) 」．








1. 乎地林 2. 山地 3. 火山灰土壌に覆われた台地，丘陵




に は， の • 町・村には針葉樹が多く，栃木県東






























写真 1 武 蔵野の屋敷林
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1. 母屋 2 . ●室 3 . 濱小 舎 4. 納 屋 5 . 井 戸 6. フロ






















に ， • 花形の変児個体の存在など他地域にみられない特色がある．






































E :3.5m 高 F, G: 2-.sm 高］
図4 屋敷構えと植生 (H 家）
イヌマキの生垣はそれぞれの方角で樹高が晃なる。
（小滝 201)
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合が増え，屋敷林の重要な構成植物となっている．
3-2-3. 茨城一低地と台地における屋敷林の事例一































































図 6 川西地区の屋敷配置 と屋敷林
関東平野の屋敷林研究ノート 41 
果を報じている（図 7, 8). 
1. 旧村・開拓村を通じて，昂敷森の発達は東部地域の扇項に者しい．これ
は風の強さを反映している. 2. 涅敷森の主要構成樹種は，扇頂ではスギが優
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図 7 那須扇状地における卓越風の流線と屋敷森の分布（吉野他 1981)
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谷沿いに分布する. 3. 屋敷森の風向分布は，全体的には NNW である．蛇
尾川以束の地域では，扇項から扇端部の丘陵の南方まで， NNW →NW→ 
NNW → N→ NNE と変化する傾向がある．蛇尾川以西では，扇項でやや西

























































































-4m, 胸高直径 4 - 5c 皿，樹齢 7-8 年生の最も活発な若齢期に集
中する．このような現象は県西部山地の天然性シラカシ林には認められ
ない．この事実はシラカシ林が平坦な立地を嫌う原因を究明する上で注
H される（永野・ 加藤 1985; 永野 1985).
このような粗敷林の呼称や立て方，樹柾については，『新編埼玉県史別















な目 的もある (123) .
また，屋敷の外囲いは垣や塀，堀などで仕切ることが多いが，秩父，児玉，























地形 地域名 市町村名 特性
l 半田（北部） 三郷市 屋敷林と河川の磁りなす棗観
2 柿木 平加市 広い田園屎観の広がり
3 八条 八潮市 広い田園景観の広がり
4 川通 岩槻市 田園と届敷林のパランス
5 兒沼田園 川口市・浦和市・大宮市 広い水田（畑）と水路，斜面林が一体となった
景観
6 • 大宮市 広い水田と河川，斜面林の織りなす栞観
7 南畑 富士見市 広い水田と河川の織りなす景観
8 • • 大宮市 整備された広い水田の景観，湯本・塚本 大宮市 水田と散在する屋敷林の景観
10 下幅岡 上幅岡市 広い水田と中央河川，点在する屋敷林の織りな
す梨観
1 • 川越市 広大な水田と散在する屋敷林の禁観
12 川通 岩槻市 水田と屋敷林のパランスのとれた景観
13 旭 吉川町 広い;]<IT, 水路と点在する居敷林の調相した累観
14 冨田 庄和町 広い水田と点在する屋敷林，河川の菜観
15 黒浜 蓮田市 畑，樹木が一体となった歴史的最観
16 綾瀬川沿 蓮田市・伊奈町・桶川市 広い水田と両側のゆるやかな斜面林
低地 17 全域（西部を除く） 川島町 水田の中に連続する屋敷林，水路およびそのヘ
りの樹林
18 （荒川堤沿） 鴻巣市 広い水田と遠望される秩父辿山の調和
19 小谷 吹上町 広い水[I と点在する屈敷林，水路の景観
20 大芦 吹上町 同上
21 北吉見 吉見町 同上
2 荒川堤沿 大里町 同上
23 栢間・ 柴山枝郷他 m面町 同上
24 • • 台 菖蒲町 同上
25 • 河原代・中里他 栗橋町 詞上
26 水深の油片ヶ島 加須市 広い水田と大きな沼の織りなす梨観
27 外記新田他 加須市・大利根町 広い水田と点在する届敷林．水路の穀観
28 • • 他 川里村 広大な水田と散在する圧敷林，水路の菜観
29 • • 真名坂 行田市 古墳と水田河川の織りなす歴史的累観
30 和田地区 行田市 広い水田と散在する届敷林の菜観
31 • 須加 行田市 広大な水田と水路の菜観
32 稲子 羽生市 広い水田と手入れされた屋敷林の点在する屎観
3 八基 深谷市 広いねぎ畑と屋敷林に囲まれた塊村の景観
34 -：：官= 所沢市・三芳町 に • 平地林
の景観）
35 幅原 川越市 畑と平地林の一体となった屎観
36 堀兼 狭山市 街村と畑と乎地林が調和した最観
37 水野 狭山市 詞上
台地 38 金子 入間市 茶畑と平地林，加冶丘陵が調和した景観
39 境 深谷市 畑と届敷林の点在する景観
40 櫛引 深谷市 道路，水路，庄敷林のつくりだす幾何学的校様
41 駒衣広木 美里町 水田と散在する平地林および丘陵地の織りなす
禁観
42 関 美里町 水田と沼及び丘陵地の繊りなす景観
43 精明 飯能市 田畑と地形の織りなす景観
4 高麗川沿 H高町 高麗川を中心に水田，畑，社寺，史跡などの変
化に富んだ漿観
丘陵地 45 神戸 束松山市 水田と河川．集落と丘陵地等が一体となった菜観
46 ーの谷 児玉町 山沿いの田．畑と手作業による農菜の禁観
47 太田 秩父市 水田の広がりと民家の点在する菜観
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図10 埼玉県の地形区分（斎藤享冶原図）












































































江南町 196 : [防風林一屋敷林］当町では犀犀の北西側に垣根を兼ねて森を
持っている家をよく見ることができる．これは他家との境をはっきりさせてい
るだけでなく，冬場になると風が北からあたるようになるのでそれを防ぐため










小川町 201 : 小川町の地形は，西部の外秩父山地，中央部の小川盆地，北
東部の比企丘陵に大別することができ，それぞれの地形によって住まいに適し
た場所が選ばれてきた．外秩父山地に立地する典型が，町の南西の外れに位置















































































































































ばれている (52). • 






















































三芳町 192 : 屋敷内には防風・防火を第一義的な目的として数多くの樹木が
植栽されている．どこの届敷にも必ず植えられているものとしては欅と樫をあ























































は ， • • • 板塀などにより仕切ら
































































































富士見市 198 : [ノガタとサトガタ］ 市内の民家の分布は，その立地条件と
農業形態によりノガタとサトガタに分けられる（表 3). ノガタは台地上の畑








6 立正大学経済学季報第61 巻 2号
向の影響かクネを石造りの塀に変える例がみられる (197).

















































































． ．  ー ー ー ー ー＂ ォウカン（町道）
’• 






与野市 1980 : 屋敷林は，涅敷の北側と西側に防風林や建前の材料，小枝等は
焚き付けとして植えられ，杉が多く用いられている．近年は住宅地に転用され
70 立正大学経済学季報第61 巻 2号
たり，杉を孟宗竹に植え替えたり，様相がだいぶ変わっている (15) .
浦和市 198 0 : 屋敷林は，屋敷の北側と西側に防風林や建前の材料，小枝等は













にした．高さは 3 , 4 間 (5 - 7 m) に及ぶ．東南の風（台風など）から屋根





























































に は， は や ， の • • •











， の には， • • まき・つつじなどが植
えられている．家によっては，藤とか枇杷は植えてはいけないとか，柚子・柊
はとげがあるからいけないという家もある．南天は便所の脇に植えると良いと
には， • • まさき・樫・珊瑚樹・茶
などが植えられているのが一般的である (24).
















































































北川辺町 1985 : 本町の樹林は屋敷林，社寺林に限られ，樹林としての規模











荒れた樹林も多く ，また伐採されてしまった樹林もいくつかある (13) .




写真 9 水田地帯の屋敷林（羽生市 191 . 7. 6 筆者撮影）
78 立正大学経済学季報第61巻2号
















写真10 屋敷林で囲まれた農家（加須市 19 .7.7筆者撮影）
関束平野の屋敷林研究ノ ー ト 79 
写真11 新築農家と屋敷林（加須市 203.6 .7 筆者撮影）
写真 12 屋敷林で囲まれた農家（加須市浮野 203.67 筆者撮影）
80 立正大学経済学季報第61 巻 2号
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幸手市 197 : 屋敷取りとは，主屋とそれに附属する大小の建物， さらに庭，



























に 村 の は • 西
















同 20 : 〔水塚を持つ屋敷林〕 惣新田の中瀬の I家の用敷林：中川左岸の
自然堤防上に位四，標高は 9m周囲を生垣でかこまれ，届敷地内には旧舟屋
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は， • • • もちなどを直線的に刈り込む．高さは 4m
前後にもなる． ， に は， • • もちなど











越谷市 1975 : 越谷市の土地利用は，大まかにいって耕地の65%, 宅地の15





















サンゴジュが多い．いずれも高さ 2, 3: 元の常緑木である (148).
同 198 : 市内で面積規模が20m' 以上の屋敷林を持っている家は368 軒ある
が，そのかなりの部分がケヤキ・シラカシ林である (418). 金明町の田中家の
用敷林を例にとってみると，落葉広葉樹のケヤキ27 本，ムクノキ 9 本，エノキ
1本，常緑樹のシラカシ 4本，タプノキ 2 本，クスノキ 2本，モチノキ 4本，
スダジイ 3 本，末類 5 本，シュロ 9 本など85 本が生育している．このうち， も
っとも太い個体は胸高直径72. 7cm の楠，その次は62.5cm のケヤキである．また，
もっとも高い個体は17:;;: のケヤキで，その次は15m のケヤキや松である
(419). 特に屋敷の南側や西側にはかなり閲木になったクヌギが配阻されてい
























































































1) 松尾 (205) によれば，この学会が結成されることになった直接のきっかけは，
園芸療法への関心がいちじるしく高まっていたことであるが，この背景には，
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